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2022.06.13  

S D G s  (持�可�な開発⽬標 )や���共⽣への
理�を�め、開発��を�ぼう !

(⽉) 必�
�募

�切



S D G sや���共⽣についての現状や�題について理�を�める
��現場での開発��の��を�じて、�代を担う児�・⽣徒の��に�立てる

J I C A筑波と��的な��性を築き、  ��現場で国�理���・開発��やS D G sを��する中�とな
ってご活�いただく

研�の⽬的

研�⽇� ※内�、開�場�等については若⼲�更する場�があります。ご了�ください。

�城�、�⽊�内の⼩��、中��、�等��、中等����、�等専⾨��（ 1〜3年⽣を担当）、
�別�援��の�員�び���員�の指�主事であること

年�が�則�5 0歳�下（2 0 2 2年4⽉ 1⽇現在）
�属する��の��もしくは�頭（���員�であれば�属�）の��があること

�研�の�旨・⽬的を⼗�理�し、同研�の���び、��J I C Aが��する国�理���∕開発��
�援事業に��的に協⼒可�であること

�則として、上�【研�⽇�】の�⾏�に��可�であること

�研�の�めた期間内に�属�において授業の��を⾏い、当�授業の���告書を提�し、J I C Aの
ウェ  ブサイトにて⼀��開されることに同�すること
��者メーリングリストでの情�共有に賛同いただけること

��に、�師��研�、J I C Aボランティア事業、J I C A専⾨�等�びO D Aモニター∕国�協⼒レポータ
ー等に����があっても��可�

�研�に���も、来年度����する��研�に�募することが可�  
�募者��の場�は、J I C Aが��する国�理���∕開発���援事業の����者を��の�に優
先  （�募書�の「J I C A主�の事業について」に可�な�りご��下さい）

�募��｜�の�件をすべて�たすこと

その他

DATE｜PLACE CONTENTS

�1回  事前研�

�1回  国�理�����セミナー

�2回  事前研�

�1回 フィールドワーク

事�研�

授業��

�告�（�⽊）

�告�（�体）

�2回 フィールドワーク 希�者のみ

SEMINAR 

JICA事業やSDGsに�する�義｜�研�の����｜
ワークショップ｜�年度��者によるケーススタディ

SDGsに�するレクチャー�び��セッション｜
SDGs体�型授業｜協働��

ファシリテーター研�｜

フィールドワークの��｜授業�の��

授業��を⾒据えた����、地域への�問と�流活動｜SDGs
をテーマにした授業⾒�、�材作成のための情���など

(例) 昨年度�問先�エスコーラオプション（ブラジル���）、�城
NPOセンター・コモンズ、�⽊�国��流協�、��型�����

業  ※JICA筑波 �泊

研�で得た情�、�材をもとにした授業��

フィールドワークの�り�り｜情�共有｜��の授業�作り

���指��領の捉え�や開発��と各�科を�動させるコ

ツに�するレクチャーと��セッション｜SDGs体�型授業｜
協働��（開発��の開発）

�2回  国�理�����セミナー

SDGsや���共⽣に��する授業を��している��の�問
｜�問先�員との�⾒��など

開発��の授業研�｜国内研�、授業���告｜

�⾒��、�流�

7⽉2⽇（⼟）
（ J I C A筑波）

7⽉ 1 6⽇（⼟）
（ J I C A筑波）

8⽉4⽇（⽊）
 ~  8⽉6⽇（⼟）

（�城�・�⽊�の�問先）

8⽉2 0⽇（⼟）
（ J I C A筑波）

9⽉3 0⽇（金）・ 1 0⽉ 1⽇（⼟）
（�城�・�⽊�の�問先）

1 0⽉〜 1 2⽉
各���

2 0 2 3年 1⽉〜2⽉の⼟�⽇
（とちぎ国��流センター）

2 0 2 3年2⽉4⽇（⼟）
（ J I C A筑波）



�募�め切り

事前研�

国内フィールドワーク

授業��

授業研�・�告�

事�研�

�師国内研�｜1年間の流れ

6 / 1 3

7 / 2
7 / 1 6

8 - 9⽉

8 / 2 0

1 0 - 1 2⽉

2 / 4

����

6 / 1 4 (�）〜 1 6（⽊） :書���  
6 / 1 7 (金） :���果�知（メール）

 内�  
�研�で共に�ぶ仲間と��い、�々なレクチャー・��・協働��・体

�型授業を�じてS D G sの�びを�め、開発��の��に向けて活動します

内�・�問先��

S D G sや���共⽣の�り�みをしている地域や�
業・団体を�問します。現場での�流や�⾒��を

�じてS D G sや���共⽣について理�を�めると
ともに、授業の開発に�立つ事例や�材の��、ネ

ットワークの構築を⽬指します。

内�

フィールドワークの�びを�り�るとともに、指�

�領�科の��付けのコツを�び、仲間との協働�

�を�じて授業の開発にチャレンジします。

�属�での授業��

 これまでの研�やフィールドワークでの体�を⽣
かし、開発した授業を��します。

内�

1年間協働した仲間と共に、��した授業の研�やブースでの�告�を⾏
い、�回の�びやコミュニティが��的に⽇常の��活動に活⽤すること

ができるような場を�ける。

�問先���エスコーラオプション（ブラジル���）、�城N P Oセンター・コモンズ、  �
⽊�国��流協�、  ��型�����業



年休・研�等、研�中の服�の�いは�属先の��によりますので、ご⾃�でご��ください。

�研�では、J I C Aにおける労災保�等の�⽤はありません。�属先の業����いにて��される場
�は、各�属先の責任において��期間中の��上災�に�する�償措�を⾏ってください。  
J I C Aは���令�頼書等の発⾏を⾏いません。
申�書の�料、⾯�にかかる�⽤（⾯�を��の場�）は⾃⼰負担となります。また提�いただいた

申�書は��いたしません。

申�書に虚偽の��内�が�まれている場�は、���でも����が�消になる場�があります。  

募���

8��度  

�募��

�募⽤�に必�事項をご��の上、2 0 2 2年6⽉ 1 3⽇（⽉）必�で末尾の【お問�せ・お申�み】の  �先
まで郵�ください。

 ※ご�募の�は�属�の��が必�です。
 ※お�りいただきました�募⽤��び��は��いたしませんので予めご了�ください。
 ※�募⽤�はJ I C A筑波ウェブサイト（「J I C A筑波�師国内研�」で�索願います）からもダウンロー
  ドできます。ただし押�が必�なためデータでの�募はできません。

��および決��知

 提�書�に基づき��を⾏います。
 ���果は6⽉ 1 7⽇（金）までにご��および��者∕�属��に  ���書を発�いたします。  

�告書の提�

「授業���告書」研�で得られた��・成果を授業などで��した�告書（授業��例）を2 0 2 2年 1 2
⽉中旬までに提�していただきます。授業���告書は、「�師国内研��告書」として�さんの上、⼀

�に配布されます。またJ I C Aウェブサイトでも�開されます。  

その他��事項

1 .
2 .

3 .
4 .

5 .

※  研�の��者として決�された場�においても、他の��者に�惑をかける、あるいは決められた活動に��する
�思がないと��される�については、研���者としての��を失うことがあります。その場�は、J I C Aが負担す
る��について、��していただくことがあります。�に、フィールドワーク中に研���者としての��を失った場

�、J I C Aが負担する��・�在�等に�るキャンセル料等は、当�者の��⾃⼰負担となります。また、�路の��
も当�者の負担となりますのでご了�ください。

 
※�研�は、例年「�師��研�」として��の事業を、�型コロナ�染�⼤をふまえ国内現場��により代替��す
るものです。

研�およびフィールドワーク時の��  
��保�の���⽤  
その他J I C A負担��（右�）に�まれてい
ない��（�材、�料購�など）

��者⾃⼰負担��

���⽤

研�およびフィールドワーク時の���  
研�およびフィールドワーク時の�泊�  

フィールドワーク時の傷�保��（J I C A���）

J I C A負担��

 ※���、�泊�等はJ I C Aの��に基づきます

【お問�せ・お申�み】※ご不�な点は、お気軽にお問�せ・ご相�ください。
J I C A筑波開発���援事業��事�局�師国内研�担当�橋�・上�

〒 1 5 0 - 0 0 1 2  東�都渋���尾5丁⽬2 3�5�����⼀ビル4 0 2  ����利活動��S A L A S U S U
T E L：0 3 - 6 2 7 7 - 2 4 1 9    E - M a i l： j i c a _ d e v e d @ s a l a s u s u . c o m


